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22. 相 分離 に おけ る時空相 関 関数 の スケー リング
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研究 者 に よって研 究 され て い る｡ この 間題 の 特徴 は (相 分 離の 時間発 展 が ) 自己

相 似 的 で あ る ことで あ る｡ この 自己相 似 の性 質 を時空相 関 に拡 張 す る｡ この 間題

は非 平 復i系 の ミク シ ンダやエル ゴー ド性 とも関連 が あ り､ 相分 離現 象 を統 計 力学

の伝統 的問題 と して再考 す るチ ャン ス を与 え る｡

時 間 tと空 間 rの関数 で あ るオー ダ ーパ ラメ タ-X(｢,t)の時空相 関 関数 S(｢-

r',t,t')=<X(r,t)X(r',t')>を考 え る｡ この相 関関数 を フ ー リエ分解 したもの は相

分離 の後期 過程 で次 の様 にスケール され る こ とがわ か る :

S k(i,t ')/lS k(t )S k(I,') ] 1 ' 2 =V( kR(i),t'/I) , t'<t

ここで Sk(t)は同 時刻 相関関数 (構 造 関数 )､ kは波 数 で あ る｡ Sk(t)は よ く

知 られ たスケー リングSk(t)=LR(t)dF･(kR(t)),R(t)∝ta (d:空 間次元 ) をみ たす｡■■

一方 相 関関数 の一 般 的性 質 に よ りV(x,0)=0,V(x,1)=1.この こ とか ら

V(x,y)=A(x)yg (y<<l)

とお け る｡ こ こで指 数 g はクラ ス ター (ドメ イン)の位 置 の ゆ らぎ を表 す もの で

相分 離 におけ る他 の 指数 と違 って単 純 な次 元 解析 で は決 ま らな い｡ g はCahn-Hil

liard-Gintzburg-Landau 系で は次の 範 囲 に あ ると期 待 さ れ る:

o三g≦a(d+2q)/2

ここで q は構 造 関数 の漸近 系 を表 す 指数 :F(x)ccxq､ で あ る｡ Sk(I,t')を波数

で積 分 して
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<x(r,I)X(r ,t ')>=(Rt･/R t )C (R t ta)

ただ し C=d/2+A/a+q.こ こで も'/tくく1かっも'はSk(t')が スケー リングに したが

うほ ど大 きいもの と した｡ この同 じ場所 に おけ る時間相 関 は相分離 におけ る個 々

の粒子 の拡散 の様子 を記 述す る｡

この ように新 しい指数 gを用 いて時空相 関関数 を特徴 づ けることがで きる｡ g

の値 は一次元 ゲラウバ ーダ イナ ミックスで は正確 に0.25 と求 まって い る｡ その他

は計算機実験 によって 0.1(二次元 グ ラウバー),0.03 (三次元 ゲ ラウバ ー)､

0.25 (二次元 カワサ キ)等､ と評価で きる｡ g=0 は線形 近似 (一体近似)に対 応

す るが､ 三次元ゲ ラウバ ーダ イナ ミックスはほぼ これに相 当す る｡
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